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C －51   キ 々生 の日摩羞 のヂず^ ン|て痴すi 芳累（ ダ^ 報 ）プ ラウスにっI' 乙

栂篤偉大　 Ｑ川蹄沸 ｝ 森－ ス葵　 μ# ゑ債

回的　 剽 旅 介スカ ート|こ価 之
■ 日
学都 作i^ 虚 爽ヽするり）とり-1:を特ち.  しかも装的

1Jアラクス のデゲM ンについて考察 し祗 。

さ織　Ｄ　 ア ンダート 條s: （ 学生 のブ ラウ ス;l 用 ，癖入暴僊,につヽヽ -t ） （2.） 同常

参拝 こ.F 呑通部 の呪化量 の潮 尼Cﾒ, ダヤー にぶi タ　(3）　若荊貫眼 くD^ 身咳 厭星り

ゆヒ')量 どか り地 との関葎 につぃ-z. （ 神 有り ，神原 し） ＠上 身頃 のゆとり* とL  '乙

攬巾I- 0  ～W ． ，綱巾＼-   0～6 湊 のワ.バI 代'L λ れ枇も の,  f>'i. び佃口寸捧 のゆとリ

tt  0 ・ヽ。lOwi入 れ担もg) t ド フーiしで製作 し, 徊考 ，孵挙 ，内群 ，外転 ，前篇 身の劃

疼 を行n  つれときの運,f)]｛i:  の関 に-7n- 乙J6 用哭簑 し扨 ，

価果　 学生 の手拷 ちブラウス|り

妁 であ^  仁めlて好 まれ･Z い■§ 。湘肩りアラり 別 ぷ, 嫁動 的で あ る担めにぼ ■ｶヽ な') の

ゆり 量 が必雰 であ って ，贋巾lリcm.  は｡ 廓に仔mf つ ），胸巾I四om.  (μ^  に訪MK

ずつ)  のシ ノワ代 を入れ侭も のが`βギ鴻 と｡じz  ，もっと も侠ヽ1 事 力吻 っ扱 。この肩-§r

を? ツワ ，で ヤず ー ドフ・りーツn  ど の手織 でヽ い ゆ ゆ^ ずず インヒ レz 入 れ否め力’t

い. 湘ロ の啄とり■ ＼t ｡ ･即< す?  I? と勧 芝かt  < れ^  が`・も しろ海 中|てﾘ と'J-t を入

耽5  えw 適`切t' , 淘にi､t佑くす 百乱 フ レア ー・ ヌIけ ブ に-^^ 与 と`の方 力・良い.A

俸 にフ４　"Iト し翫f'叩ツ> の場合I-J ，当尻,  神卵性 のあ^ 卯t 持 ちいl 昿専rり ）I.
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詐言ズヤ¨ 烋臨滋ふ

面映/- を̂け5     /、r c  支化､玄翁 国周o 種 々の良浪 力'り 浚弗に均 賃花 の渥叙を辿 つ・ いる

が七の拙絞 に吏 つ-t 独自<n 性格t  見せ< いた辛^ 兄逃･ =ない。 そi t  概祐的に秀える

時、北欧 は明 い にヽ｡南欧 に対 比り しい 去統的特貸が互 いし九。 支術 吏学 ぞ,t 妬昭ら｡

の九 £ふ 。ぶ ぶ ね心 仏 呼 戸 柳 営術 株式 の基礎 付'Ti 柴術 的iit計t  1  僕 え､心､ 映 撚

･i 精神吏的 な芸術 象え､･心1. 様武紅握 左試 み泰 、<n 民政en 辣 神桔畦､､ 相衷≪対比的に

指J:*]し叉いゐ。 服薪K  tりﾅ る渡型 収宦 乃t 芙巻繊 の中･べ れ等をt 出し得 るも・i)` 如

何 力ヽ。北欧圏フクy  %  tr)中 ＼こ一独 立田 のk    7   に帰栄 し独fi の過 外的 な勿。心t  形成した

gｇ.ｒ 叫ふ、４勺升 を中/ｃヽ |こ乙て試:緬 したい。

ざ 法　 阻外 吏 、胤術£資糾i  かKi> し し-I i

結果、μ吻じずコ まフラップ､呻世 東邨 の孵徴ｔ しマ思考･心

t を日で ･ fl ようk  寸り 暖伺一釧御 すろものな 少誇 張丿 誕車ト 限っいK  - ̂  の頻 侈l(l 他の

蒔代に 吼出 さなLヽ臭圭 賞 力ヽリ の奥妓 ４情軌 の鮭 くi ヽに何i     つ< リ 尨≒･fi か、 九ム<0

世寄 にあﾜ-t もっ-^ もよこ乙耽 無レド シのゼヒ生 べ' ･r v＼ % 。ｓ　 £。 勿<rcfc4 ･い の先嫁 を

ゆ<   i   °ぞ 泌ぶ 。｡細 ヽdx 大 命一声 必 の脇 呻rd^ ヽ 円橡7r
ぎ
赳形 の帽 孔 気先

長 ’靴ヽ 叫 戸 ムヤ 苓ヽ ゛(K-等づ わ 皿外&9 碩狗|*寺攻 的優越・倹 疋約蒼ぞt  表* し

ti. p卜 も全体ｋいt ti ん体芙糾 り 志旬b'-明 り マ 力乱　r- i; 卜it?  ^ -f.　￥ の個々

獅 発!二お りヽ 南欧 。i, つ貪 節的 な明 後 な゙調 知t  I* S. い^ 欧 の佃 剱死 戎はを命化蜂 の貳
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